研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　グループホーム南寿の里　　　　　　職　種　介護福祉士　　氏　名　和田　美代子

	期　　間　平成24年11月23日　

	出張目的　市民公開フォーラム

	出 張 先　八戸市福祉公民館　大会議室

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

若年認知症という病気をご夫婦でどのように受け止め生きてこられたか…。今まで他人事のように思っ

ていましたが、私が直面した場合、このご夫婦のように凛とした強さがあるのだろうかと考えさせられました。働き盛りで収入が途絶え、生きる目標がなくなるという現実はショックでした。周囲の理解のなさをポジティブに取り組むことで、解決して行く行動力は素晴らしいと思いました。住み慣れた場所で安心して暮らしていたり、ボランティア活動や本人に何があっているのかを探しながら、生活している様子は周囲の人の心を動かし、いつの間にか引き込まれていく感動がありました。

最後に奥様が話していた、誰でもなる可能性があり、相談できる友人や周囲へのアプローチなど、抱え込まない事が大事、周囲の正しい理解や立ち寄れる場所を作るなど、ご主人様への思いが行動へと導いているのではないかなあと思いました。今回の研修で家族様の思い、苦しみなど理解し今後の支援に役立つようにしたいと思いました。

· 記念講演10：00～12：00

「若年認知症と生きる」　　　　　　　　　　　　　　講師　　　　　　　　佐野　光孝氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野　明美氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーディネーター　　水谷たか子氏

＜発病～発見まで＞

・　６年前頃より職場でのミス多くなる。書類ミス、いつもと違う所に物を置くなど…。

· 上司より指摘があり、受診を勧められる。

· 最初はうつ病と診断。

· 別の病院で若年認知症と診断。（58歳）

＜戸惑い＞

・本人の気持ち→もう働けなくなる。

　　　　　　　　人間失格だと思った。

＜友人の存在＞

· アドバイスしてもらう事で前向きになる事ができた。

＜社会保障＞

· 退職までまだあった為、有休や社会保障を利用して、何とか定年を迎えた。

＜リハビリ＞

· 毎日通う。

· 自分に合ったもの探し、復帰の可能性を信じる。

· 家庭では五感を刺激した対応する。(不安な言葉は使わない→閉じこもり、引きこもりの原因)

· 褒める。

＜社会資源＞

· 地元の市役所へ行っても知人などがおり、行きたくなかった。

· ケアマネジャーを紹介してもらう。

· ボランティア活動→本人の居場所を探してあげたかった。

· シルバー人材→取り入ってくれなかった（病気の人は×）

＜社会への要望＞

· 認知症と分かった時点で、どんな制度があるか、方向付けをして欲しい。

· 安心して生活できる、住み慣れた場所や地域が必要。

＜最後に…＞

本人→安心して暮らせる地域、場所が欲しい。

奥様→安心して暮らして欲しい。居場所作りが重要。（就労の問題解決）

　　　抱えこまず誰かに相談する。（頼れる人、場所が必要）

　　　誰でも認知症になる可能性がある（他人事と思わないで欲しい）

　　　さり気ない援助をして欲しい。

　　　認知症を正しく理解して欲しい（偏見や誤解を生む）

　　＊住み慣れた場所で最後まで暮らせる事を望みたい。
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